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般

健

康
診

査

新
た
に
血
液
検
査
を
導
入

今
年
度
か
ら
､
四
十
歳
以
上
の

方
全
員
を
対
象
に
､
血
圧
､
尿
検

査
に
加
え
て
血
液
検
査
も
行
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

こ
れ
は
､
今
ま
で
検
査
す
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
肝
機
能
､
総

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
､
貧
血
を
検
査

し
､
よ
り

一
層
健
康
診
査
の
充
実

を
は
か
り
､
み
な
さ
ん
に
自
分
の

健
康
状
態
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
で
す
｡

今
ま
で
､
会
社
等
で
受
診
し
て

い
た
方
が
た
も
成
人
病
予
防
の
た

め
に
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
｡

◎
備
考

食
事
は
と
っ
て
も
さ
し

つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
｡

(
モ
デ
ル
地
区
の
長
塚

･

篠
本

一
区
は
除
-
)

詳
し
い
こ
と
は

″
住
民

検
診
の
お
知
ら
せ
〟
を
み

な
さ
ん
の
お
宅
に
配
布
し

ま
す
の
で
､
日
程
､
注
意

事
項
を
ご
覧
-
だ
さ
い
｡

な
お
､
異
常
が
あ

っ
た

方
に
は
後
日
､
結
果
説
明

を
い
た
し
ま
す
｡

月日 午前 9時30分～11時30分受付 午後 1時30分～3時30分受付
区 分 検診会場 区 分 検診会場

9{2 長 塚 長 塚 青 年 館 長 塚 長 塚 青 年 館

‰ 篠本一区 篠 本 一 区 篠 本 篠 本 三 区
集落センター 二 区 .三 区 青 年 館

% 保健センター 保健センター

‰ 古 屋 古 屋 集 落セ ン タ ー 保健センター

‰ 宝 米 宝 米 公 民 館 新井 .二又 宝 米 公 民 館

拷 ム【コ 台 青 年 館 小川台 小川台青年館

1X 傍示戸.富下.虫生 富 下 青 年 館 小田部 .母子 小田部青年館

% 芝 崎 芝 崎 公 民 館 西高野 西 高 野農 村 協 同館

潔 入 入 青 年 館 谷 中 谷 中集落センター

lX 作問内 .県住 正 等 院 宮 内 農 村 協 同 館

% 篠 原 篠 原 青 年 館 原 方 原 方 青 年 館

% 辻 .五ノ神 辻 青 年 館 木 戸 木 戸 公 民 館

% 関 関 青 年 館 白 磯 白磯 青 年 館

注意 当日都合の悪い方は､何れかの日に必ず受診して

ください｡

受診票が配布されなかった人でも検診を受けるこ

とができます｡(当日･受け付けに申し込み)健康手

帳を持参してください｡(ない方には交付します｡)

お問い合わせは 役場保健衛生課 ℡84-1211へ

今 回の健康診査 で行 なわれ る血液検査の項 目

項 目 正 常 値 目 的

トランスアミナーゼ(GOT) l0-40単位 肝臓の障害､心筋､骨格筋の障害の発見に役立つo

トランスアミナーゼ(GPT) 4-35単位 肝臓の障害の発見に役立つo

総 コ レ ス テ ロ ー ル l30-230m9/dA 勢値が高い場合は動脈硬化症､粘液水腫､ネフローゼ症候群､糖尿
(TC) 病などo低すぎると甲状腺機能克進症､肝障害など○

赤 血 球 数(RBC) 男 410-550万/mm 女 380-520万/mm 少ないと貧血 ということになるo

血 色 素 量(Hb) 男 l4-l89/dB 女 l2-l69/dB 少ないと貧血 ということになるo
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九
月
十
五
日
は
敬
老

の
日
｡
敬

老
の
日
か
ら
七
日
間
は
老
人
福
祉

週
間
で
す
｡

町
で
は
､
九
月
十
八
日
に
町
内

に
お
住

い
の
七
十
歳
以
上

の
万
が

た
を
お
招
き
し
て
､
町
体
育
館
で

敬
老
会
を
行

い
ま
す
｡
多
彩
な
催

物
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
､

お
誘

い
合
わ
せ
て
お
い
で
-
だ
さ

ヽ
0

し

現
在
､
人
口
の
高
齢
化
､
長
寿

化
が
進
み
当
町
で
も
総
人
口

一
万

1
千
九
百
人

(
八
月

一
日
現
在
)

で
､
六
十
五
歳
以
上
人
口
は
千
九

百
十

一
人
と
､
総
人
口
の
約
十
六

パ
ー
セ
ン
-
を
し
め
て
お
り
､
そ

の
う
ち
七
十
歳
以
上

の
方
が
千
三

百
二
十
七
人
で
､
八
十
歳
以
上
は

四
百
五
十

一
人
と
な

っ
て
い
ま
す
｡

高
齢
者
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

長
寿
社
会
を
築

い
て
い
-
た
め
に

は
､
高
齢
者
自
身
が
生
活
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
､

家
族
や
地
域
社
会
､
若
年
､
中
高

年
層
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
､
ど

の
よ
う
な
役
割
を
担

っ
て
い
-
か
､

敬
老

の
日
を
契
機
と
し
て
高
齢
者

の
福
祉
を
自
分
自
身

の
問
題
と
し

て
考
え
て
い
-
必
要
が
あ
る
の
で

は
な

い
で
し
ょ
う
か
｡

鍵
盤
蛋
帝
国
毎

歯
鎗
習
盆
5

今
年

結
婚
五
十
周
年
を
迎
え

ら
れ
た
ご
夫
婦
は
､
次
の
十
六
組

の
方
が
た
で
す
｡

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
｡

布
施

要

･

野
村
巳
郎

･

若
梅

安
次
郎

伊
藤
俊
雄

･

平
山
文
雄

･
み
ち

米
子

･
マ
ツ

モ
ト

か

つ

伊
藤
信

1
･
か

つ

大
木
豊
作

･
い
の

(高
下
)

(芝
崎
)

(芝
崎
)

(
小
田
部
)

(
作
間
内
)

(橋
場
)

(
西
高
野
)

字
井
武
雄

･
と
め

花
滞
義
明

･
ミ
ノ

郡
司
正

一
･

衛

(敬
称
略
)

(
篠
本

一
区
)

(篠
本

二
区
)

(新
井
)

斉
藤

1
郎
･
と
り

(
傍
示
戸
)

椎
名

勝

･
タ
カ

(橋
場
)

伊
藤

l郎
･
ミ
ヤ
子

(原
方
)

岩
滞

弘

･
サ
ツ

(尾
垂
六
区
)

鈴
木

昇

･

正

(
白
磯
)

伊
橋

寮

･

綾

(
五
ノ
神
)

91
歳
以
上
の
長
寿
者

(敬
称
略
)

最
高
齢
は

小
川
き
き
さ
ん
97
歳

塚越 らりさん (白磯)
明治26年12月 5日生

伊藤慶次さん (尾垂六区)
明治28年 1月11日生

布施 あ 夜さん(宝米)
明 治28年10月3日生

A-二ー｢

小川 きささん (白磯)
明治24年 1月25日生

大津 頼順 さん (小川台)
明治27年 3月10日生

鈴木 馨 さん (五之神)
明治28年 9月19日生

ト
L=
LJ
Il

山倉 モーyiさん (白磯)
明治28年10月24日生

97
歳

小
川
き
き

(
白
磯
)

94
歳

塚
越
ら
り

(
自
磯
)

･
大

津
頼
順

(
小
川
台
)

93
歳

伊
藤
慶
次

(
尾
垂
六
区
)

92
歳

鈴
木
馨

(
五
之
神
)

･
布

施
あ
ね

(
宝
米
)

･
山
倉
を

山

(
白
磯
)
･
田
中
ふ
み
(
白
磯
)

･
伊

藤
友
吉

(
尾
垂
六
区
)

･
及
川
と

め

(篠
本
二
区
)

･
伊
橋
卯
之
松

(篠
原
)

･
小
川

一
朗

(長
塚
)

91
歳

戸
村
リ
ヨ

(
自
磯
)

･
瀧

上

ム
ラ
ン

(
白
磯
)

･
川
島
タ
キ

(古
屋
)

･
越
川
イ
チ

(宮
内
)

伊
藤
幸
村

(
小
田
部
)

･
鈴
木
む

つ

(
新
井
)
･
川
島
-
ら

(
二
又
)
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町

損

か
セ
/

i
,

A

斉

藤

㊨

譲

東
総
サ
ミ
ッ
ー

東
総
地
域
三
市
五
町
の
首
長
､

議
長
が
参
加
し
て
､
地
域
の
協
調

と
発
展
策
を
協
議
す
る
会
議
を
東

総
サ
ミ
ッ
-
と
称
し
て
い
る
｡

い
ま
千
葉
県
は
､
五
百
三
十
万

県
民
に
象
徴
さ
れ
る
如
-
､
全
国

で
も
め
ざ
ま
し
-
発
展
し
て
い
る

先
進
県
の

一
つ
で
あ
り
､
人
口
規

模
で
は
全
国
七
位
で
間
も
な
-
北

海
道
を
抜
い
て
六
位

に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
｡
し
か
し
､
県
内
の
人

口
の
張
り
つ
き
状
況
は
､
京
葉
地

域
を
中
心
と
し
た
､
県
土
三
割
の

地
域
に
七
割
の
人
口
が
集
中
し
､

残
る
七
割
の
県
土
に
三
割
の
人
口

が
点
在
す
る
と
い
っ
た
不
均
衡
を

生
じ
て
お
り
､
い
き
お
い
こ
れ
が

経
済
の
発
展
､
停
滞
地
域
の
色
わ

け
と
も
な
っ
い
る
の
で
あ
る
｡

沼
田
県
政
は
､
こ
れ
ら
の
状
況
を

是
正
し
､
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展

を
図
る
観
点
か
ら
､
ひ
ず
み
な
き

県
政
を
旗
印
と
し
､
い
わ
ゆ
る
A
､

B
､
C
三
角
構
想
に
基
づ
-
政
策

を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
｡

A
と

は
エ
ア
ポ
1
-
で
､

核
と
し
､
臨
空
港

工
業
地
域
､
物
流

基
地
と
し
て
の
発

展
を
図
る
も
の
で

あ
り
､
B
は
ブ
リ

ッ
デ
で
､
東
京
湾

横
断
道
路
の
建
設

に
よ
る
上
総
地
域

を
中
心
に
最
先
端

技
術
の
研
究
学
園

都
市
の
建
設
を
め

成
田
空
港
を

-
着
実
に
動
き
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
｡
こ
れ
ら
が
総
て
完
成
し
､

周
辺
地
域

へ
波
及
効
果
を
及
ぼ
す

ま
で
に
は
五
年
か
ら
十
年
の
歳
月

は
か
か
る
と
思
う
が
､
い
ず
れ
に

し
ろ
､
二
十

一
世
紀
の
千
葉
県
の

発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
す
こ
と

に
は
間
違
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
私
達
の
住
む
東
総

地
域
は
､
成
田
空
港
に
隣
接
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
､
昭
和
六

十
五
年
度
の
完
全

空
港
化
に
ど
こ
の

市
や
町
も
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

そ
れ
に
し
て
も
､

東
総
地
域
が
空
港

と
の
共
有
関
係
を

強
化
す
る
に
は
､

立
ち
遅
れ
て
い
る

空
港
と
地
域
を
つ

ぎ
し
て
い
る
｡
C
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
で
千
葉
市
の
埋
立
地
幕
張
に
､

国
際
会
議
場
や
見
本
市
会
場
を
つ

-
り
､
国
際
交
流
の
拠
点
と
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
す
で
に

こ
れ
ら
三
大
政
策
は
､
構
想
の
段

階
か
ら
､
実
現
の
方
向

へ
と
大
き

な
ぐ
幹
線
道
路
綱
の
整
備
を
急
が

な
け
れ
ば
､
十
分
な
る
効
果
は
望

め
な
い
｡

実
は
､
先
月
の
十

1
日
に
東
総

サ
ミ
ッ
-
を
開
催
し
'
沼
田
知
事

を
は
じ
め
地
域
選
出
の
県
議
会
議

員
を
お
招
き
し
て
地
域
の
実
情
視

寮
を
し
て
い
た
だ
き
､
そ
の
際
各

市
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の

抱
え
る
問
題
に
対
し
県
の
支
援
を

要
請
し
た
｡
当
日
は
あ
い
に
-
の

雨
で
､
バ
ス
か
ら
降
り
て
視
察
で

き
た
の
は
､
管
内
で
旭
市
と
光
町

の
二
カ
所
だ
け
で
､
他
市
町
は
い

ず
れ
も
車
中
視
察
と
な

っ
た
｡
銚

子
市
長
は
､
移
転
し
た
漁
港
周
辺

に
水
産
ポ
ー
-
タ
ワ
ー
の
建
設
と

名
洗
港
の
マ
リ
ー
ナ
基
地
建
設
を

訴
､え
､
旭
市
長
は
､
旧
香
取
飛
行

場
滑
走
路
周
辺
の
農
用
地
四
十
数

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工
業
団
地
化
と
都

市
街
路
の
整
備
を
､
そ
し
て
八
日

市
場
市
長
は
､
駅
前
公
園
の
建
設

計
画
を
訴
え
た
｡
他
の
町
も
主
と

し
て
幹
線
道
路
の
整
備
を
そ
れ
ぞ

れ
陳
情
し
た
｡
い
ず
れ
の
市
や
町
も
､

活
力
あ
る
ま
ち
ず
-
り
に
躍
起
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

光
町
は
最
後
の
視
察

コ
ー
ス
に

当

っ
て
お
り
､
道
中
雨
が
降
り
出

し
て
車
中
も
む
し
暑
-
､
疲
れ
も

で
た
の
か
車
内
視
察
で
済
ま
そ
う

と
い
う
気
配
い
で
あ

っ
た
｡
し
か

し
､
私
は
折
角
の
機
会
で
あ
り
､

特
に
篠
本
開
発
に
関
連
し
た
県
道

バ
イ
パ
ス
の
建
設
促
進
を
強
-
訴

え
る
為
に
も
是
非
と
も
現
地
に
立

っ
て
知
事
に
直
訴
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
｡
説
明
予
定
地
の
二
又
交
差

点
に
近
づ
-
頃
は
結
構
雨
足
も
強

か
っ
た
が
､
テ
ン
-
を
二
張
り
し
､

周
囲
を
き
れ
い
に
清
掃
し
て
職
員

が
待

っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ

ま
で
の
視
察
地
で
は
こ
ん
な
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
'
み
ん
な
も
こ

れ
で
は
仕
方
な
い
と
い
っ
た
様
子

で
バ
ス
か
ら
降
り
た
の
で
あ
る
が
､

降
り
た
と
た
ん
に
冷
え
た
オ
ン
ポ

リ
が
配
ら
れ
る
と
､
知
事
を
は
じ

め
誰
も
が

一
瞬
オ
ー
ツ
と
い
っ
た

顔
に
な
り
､
雰
囲
気
は

一
変
し
た

の
で
あ
る
｡
私
は
､
職
員
の
心
憎

い
ば
か
り
の
気
配
り
に
感
謝
し
な

が
ら
､
雨
に
け
む
る
篠
本
台
地
を

に
ら
ん
で
思
い
き
り
熱
っ
ぽ
く
訴

え
､
知
事
の
確
か
な
反
応
を
確
認

し
た
｡

私
に
は
､
大
事
を
為
す
に
は
小

ゼつそ

事
を

疎

か

に
し
て
は
な
ら
な
い
と
､

肝
に
銘
じ
た
サ
ミ
ッ
-
で
も
あ

っ

た
｡

･
膨

U











庶 務 係
職員関係

職員の給与､任免､人事 ､服務 ､厚生､労務

に関す ることをは じめ､住民の方がたのニーズ

に応 えてい くため､職員研修 を充実 させ資質の

向上に勤めています｡

行政委員会事務局 を担 当

役場 と町民の みなさん との緊密な連絡や ､町

行政の健全な発達 と円滑な運営 を図るため､各

区等で選ばれた区長 さん等34人の方がたで組織

されています｡

表 彰

毎年 1月 4日､新春パーテ ィーの席上 で､町

行政､経済､文化 ､社会 ､その他各般 にわたっ

て功績が顕著で､他の模範 と認め られ る方がた

を表彰 しています｡

監査委員

町の財務 に関す る事務処理や経営に関す る管

理が適切か どうか定例の出納検査 (毎 月20日)

と定期監査 (毎年10月)が行 なわれ ます｡

機 会 事 務 局

広 報 ひ か り (10)

総
務
課
と
議
会
事
務
局
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
｡

総
務
課
は
庶
務
係
と
広
報
防
災
係
と
が
あ
り
､
庶
務
係
の
仕
事
は

主
に
､
職
員
に
関
す
る
こ
と
､
行
政
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
､
表
彰

に
関
す
る
こ
と
'
監
査
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
広
報
防
災
係
は
消
防

防
災
と
防
犯
､
交
通
安
全
対
策
､有
線
放
送
電
話
､
防
災
行
政
無
線
､

広
報
紙
の
発
行
､
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
議
会
事
務
局
は
､
議
会
に
関
す
る
こ
と
､
選
挙
に
関
す
る
こ

と
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
｡

議会の しくみ

町議会は18人の議員で構成され､町の意志を決定する機関です｡

本議会 ･･･議会は町長が招集 し､定例会は年 4回 (3月･6月

9月 ･12月)臨時会は必要に応 じて開かれます｡

傍 聴 ･･･議会の傍聴 を希望 される方は､当日議会事務局で傍

聴者名簿に住所､氏名を記載 して ください｡また､議

会の経過､活動については毎定例会終了後に｢議会

だより｣を発行 し､みなさんにお知らせしています｡

常任委員会 ･総務文教､産業土木､保険厚生の各委具合が設けら

れてお り､その所管に属する議案や請願､陳情など

の審査等を議会の付託を受けて行い､必要に応じ委

員協議会を開き協議 します｡

選 挙 "貴重な一票を大切に〟

私たちの一人一人は､光町､千葉県の住民であり日本国民です｡

国､県､町の選挙に参加することができるということは､それぞれ

の政治に参加することができるということです｡貴重な一票を

大切にしましょう｡

不在者投票､郵便投票制度 ･･選挙の投票 日に投票所へ行けな

い場合の投票制度です｡ 詳 しくは選挙管理委員会事務局へ

蔓
.
T
k
.

1
1軍

撃

,,
1...
-
,

総
務
課

･
議
会
事
務
局

広報防災係

当係は､消防団貞(団員436

人)防犯協会 (指導員56人)､

交通安全協会光支部 (指導

員31人)のご協力 をいただ

き､消防､防災事業や各種防

犯活動 ､交通安全対策事業

を行 い､また､有線放送電話

については､有線放送運営

委員 9人の万がたにご指導

をいただき運営 してい ます｡

防犯灯設置等の申請は

防犯灯の設置などは､各

区の区長 さんか防犯指導員

さんに申し出て ください｡

区長 さん､防犯指導員 さん

が町- 申請 して くれ ます｡

カーブミラー設置等の申請は

カーブ ミラーの設置等に

ついては､各区の区長 さん

または､交通安全指導員 さ

んに申し出て ください｡区

長 さん､交通安全指導貞 さ

んが町へ申請 して くれます｡
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･･-･こんなときには

届出が必要です ---

ある女性の年金相談から

A子さんノ

私は会社に勤め､厚生年金に力D入していますガ､

秋には退職し､来春結婚するのですか､私の年金

はどうなるのでしようか｡

年金係

退職したら､国民年金第 1号被保険者になりま

すので､加入の手続きをしてください｡その時に

は､厚生年金手帳と退職証明､印かん､健康保険

証を持って役場へおいてください｡

A子さんノ

今までかけていた厚生年金はどうなりますか｡

年金係

61年4月から年金制度か変わり､厚生年金力D人

吉は国民年金の第2号被保険者となりますので､

種別か変れるだけで継続になります｡

婚約者のご職業は?

A子さんノ

会社員です｡

年金係

そうすると､厚生年金に加入しているわけです

ね｡ご主人になられる万の会社で､あなたか扶養

として認められた時点で､第3号被保険者となり

ます｡

A子さんノ

第3号被保険者とは?

年金係

夫に扶養されているサラリーマンの奥さんは第

3号被保険者になり､夫の所属する年金箱リ度か保

険料を負担するので､天引きされるわけではなく

妻の負担はありません｡

A子さんノ

会社をやめたら国民年金の第1号被保険者に､

夫の扶養になったら第3号被保険者の届出をすれ

ばよいのですね｡

年金係

そのとおりです｡

第3号被保険者の届出用紙は役場にありますの

で､おいてください｡

第 1号 農業 .漁業 .自営業の人とその家族

被保険者 無職の人＼厚生年金に加入していな

いサラリーマン＼その他

第 2 号被保 険者 厚生年金加入者＼共済組合加入者

第 3 号 厚生年金＼共済組合加入者に扶養さ

自営業者と結婚 OLになったとき 20歳になったとき 会社を辞めてサラリ 年収100万円以上得

氏名.住所変更届〟 種別変更届(第1号資格喪失)tI(-′ 資格取得届 -マンと結婚し＼夫 るようになったとき∴ の扶養になったとき種別 変更届 (尭3号 駿 当 )氏名 .1主所変更 γ 種別変更届(第1号資格取得)〔こ詔

,51 噸 (.'7裏 I rL//lI/. -●■ ､ヾV v

崩 aZb IOOづ

"届出は早めに,,東性の年金

共働きであった妻ガ退職したとき種別変更届(第3号該当)†yeel.亡.17 65歳になったとき老齢基礎年金裁定請求書顔 .-,-i =tt

夫ガ脱サラしたとき 夫か転職したとき 夫ガ定年退職したとき
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シ
リ
ー
ズ

⑱

谷

中

林

緑

心
の
通
う
親
子
で
あ
り
た
い

長
男
誕
生
､大
き
な
産
声
に
丈

夫
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
知
り
､
五

体
満
足
で
あ
る
こ
と
に
ホ
ッ
と
し
､

寝
顔
を
見
て
､
責
任
の
重
き
を
痛

感
し
た
の
は
､
つ
い
先
日
の
よ
う

な
気
が
し
ま
す
｡

我
が
子
の
幸
福
を
願

っ
て
､
先

ず
健
康
第

一
､
そ
し
て
族
は
な
る

べ
-
早
い
内
に
､
読
書
好
き
な
心

豊
か
な
子
供
に
-
-
等
々
思
い
巡

ら
し
､
私
な
り
の
理
想
を
持

っ
た

も
の
で
し
た
｡

し
か
し
､

｢
言
う
は
易
し
､
行

な
う
は
難
し
｣
で
す
｡
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
仕
事
が
優
先
し
が
ち
で
､

かな

思
い
の
半
分
も
適
え
ら
れ
ず
'
親

の
都
合
ば
か
り
を
押
し
っ
け
､
子

供
の
不
信
を
招
い
た
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
｡
仕
事
あ

っ
て
の
子

供
な
の
か
､
子
供
あ

っ
て
の
仕
事

な
の
か
-
｡
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
｡

子
育
て
二
十
余
年
に
な
り
ま
す

が
､
振
り
返
っ
て
み
る
と
､
ど
う

し
て
も
反
省
が
先
に
立
ち
ま
す
｡

そ
し
て
､
忘
れ
て
い
け
な
い
の
は

家
族
の
協
力
だ
と
思

い
ま
す
｡
多

少
の
事
は
あ
り
ま
し
た
が
､
お
か

げ
で
現
在
'
心
身
共
に
健
康

で
あ

る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
｡

我
が
家
で
は
既
に
､
長
男
長
女

も
忘
れ
て
興
じ

て
い
ま
す
｡
兄
弟

仲
の
良

い
の
が
､
我
が
家
の
自
慢

たま

で
す
｡
偶
に
会
う
せ
い
か
､
二
人

の

1
寸
し
た
言
動
に
大
人
に
な

っ

が
親
元
を
離
れ
､

今
は
二
男
と
母
､

そ
し
て
私
達
夫

婦
の
四
人
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
｡

LJま偶
に
帰

っ
て
来

た
時
は
､
積
も

る
話
に
花
が
咲

き
､
以
前
の
よ

う
に
賑
や
か
に

な
り
ま
す
｡
特

た
の
を
感
じ
､
嬉

し
く
思
う

こ
と
も

あ
り
ま
す
｡

中
学
生
の
二
男

は
､
人
並
み
に
反

抗
期
で
す
｡
自
立

へ
の
第

一
歩
､
成

長
の
過
程
だ
と
思

い
ま
す
が
､
反
抗

甘

1

の
表
れ
は
,
こ
れ

ま
で
の
子
供
と
の

に
二
男
は
大
喜
び
で
､
レ
ス
リ

ン

グ
や
ら
何
や
ら
､
夜
の
更
け
る

の

関
り
方
に
あ
る
と
い
い
ま
す
｡
子

供
と
共
に
振
り
返
っ
て
､
改
め
る

べ
き
所
を
見
つ
け
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
｡
何
と
い
っ
て
も
悩
み

多
き
年
頃
で
す
｡
話
し
合
い
の
場

を
多
-
持
つ
よ
う
に
し
､
安
心
し

て
､
心
を
癒
せ
る
よ
う
な
家
庭
作

り
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
｡

三
人
と
も
､
そ
れ
ぞ
れ
自
立

へ

の
道
を

一
歩

一
歩
､
歩
き
始
め
ま

し
た
が
､
こ
れ
か
ら
先
も
親
の
助

言
が
必
要
な
時
が
多
々
あ
る
と
思

い
ま
す
｡
そ
の
時
の
為
に
､
め
ま

ぐ
る
し
-
変
貌
す
る
社
会
に
取
り

残
さ
れ
な
い
よ
う
学
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
そ
し
て
､

い
つ
ま
で
も
話
し
合
え
る
心
の
通

っ
た
親
子
で
あ
り
た
い
と
思

っ
て

お
り
ま
す
｡

木
造
薬
師
如
来
立
像

古

屋

ひかりまちの

風 土 ま乙 ⑧

福
秀
寺
の
薬
師
如
来
像
は
､
像

高

1-3
竺

カ
ヤ
材
の

一
木
造
り
で
､

像
全
体
に
う
る
し
塗
り
の
跡
が
あ

り
ま
す
｡

面
奥
､
躯
奥
と
も
に
深
-
､
量

感
あ
ふ
れ
る
Y
字
形
の
衣
ひ
だ
な

ど
に
見
ら
れ
る
も
の
は
古
様
で
あ

り
､

一
木
造
り
や
彫
眼
の
構
造
か

ら
'
鎌
倉
時
代
の
制
作
と
考
え

ら
れ
ま
す
｡

昭
和

29
年
3
月
に
県
の
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
｡

珍

し
い
ソ
テ

ツ
の
花

-
宝
米

土
屋
重
雄
さ
ん
宅
で
開
花
-

^

茶

黄
色
で
長
さ

60
セ
ン

チ

ほ
ど

の
雄
花

宝
米
の
土
屋
重
雄
さ
ん
宅
で
ソ

テ
ツ
の
花
が
咲
き
ま
し
た
｡
ソ
テ

ツ
は
暖
か
な
地
方
で
し
か
開
花
は

し
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
､
静
岡

以
北
で
の
開
花
は
診
し
い
よ
う
で

す
｡
土
屋
さ
ん
は
現
在
八
十
六
歳

十
五
歳
の
時
か
ら
日
記
を
書

い
て

お
ら
れ
､
そ
の
日
記
を
た
ど
っ
た

と
こ
ろ
､
六
十
年
前
に
も

一
度
咲

い
た
と
の
こ
と
で
し
た
｡
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110月9-■日
(雨天 10日)

町民体育祭

時間 8時20分 か ら

場所 光 中学校校庭

｣

芸

術

教

室

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演

町
民
会
館
で
′

教
育
委
員
会
で
は
､
県
と
千
葉

交
響
楽
団
協
会
と
共
催
で
オ
ー
ケ

ス
ー
ラ
に
よ
る
音
楽
鑑
賞
教
室
を

開
催
し
ま
す
｡

ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の

｢
新
世
界
よ

り
｣
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ハ
ン
ガ
リ
ア

一
.

t

舞
曲
な
ど
の
演
奏
の
他
､
楽
器
の

紹
介
も
あ
り
ま
す
｡

詳
し
-
は
､
公
民
館

へ
｡

℡

㈲

1
3
5
8

日
時

･
十
月
二
日

(
日
)

午
後

i
時
三
十
分
～

場
所

･
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

出
演

･
市
川
交
響
楽
団

対
象

･
小
中
学
生

･
音
楽
サ
ー

ク
ル

二

般

(
入
場
無
料
)

l
一

◎9月
予

防

接

種

公
民
館
図
書
室

新
刊
書
案
内

児
童
書

=
古
典
文
学
全
集
仝
26
刊

一
般
書

=
家
族
物
語
上
下

(瀬
戸

遷 話､は無料ニ=高齢毒腺

-なんでも気軽に胡散ください=∴

県の高齢者総合相談七二ノ57-では､ミノルパー 110番を

開設し､お電話等で高齢者の万のいろいろな相談をお受け

しています｡

相談電話は無料で､電話のかけ万は 106番をタイヤフル

して､自分の氏名を告げ､｢干葉(27)0110番｣か ｢シルバー

110番｣を申し込みます｡

個人の秘密は守りますのでなんでもあ気軽にご相談くだ

さい｡

相 談 分 野 曜 日 と 時 間 相 談 員

よ ろ ず 相 談 月曜～金曜日 9時～17時 常勤相談員
し ご と 相 談 土曜日 9時～12時

医 療 相 談 水曜日 13時～17時 医 師

法 律 相 談 月曜日 13時～17時 (男禦 談) 弁護士

税 金 相 談 木曜日 9時～17時 税理士

年金等社会保険 火曜日 9時～17時 社会保険
相 談 労務士

介護 総 合 相 談 月曜日 9時～17時 保健.看護婦

痴呆性老人介護 金曜日 9時～17時 看護婦
相 談 指導員 他

リ- ビ リ相 談 第 1.第 3火曜日 9時～17時 理学療法士

栄 養 相 談 第 2.第4金曜日 13時～17時 管理栄養士

家 庭 相 談 第 1.第 3金曜 日 9時～17時第 2.第4土曜日 9時～12時 学識経験者

老 童 野 球 にふる っ て 参 加 を ./

内
晴
美
)

･
帰
路

(北
方
謙
三
)
･

雨
の
日
は
車
を
み
が
い
て

(
五
木

寛
之
)

･
パ
ン
と
サ
ー
カ
ス
物
語

(楠
田
枝
里
子
)

･
旅
物
語

(森

本
哲
郎
)
他
｡

軟
式
野
球
連
盟
で
は
､
恒
例
の

町
内
老
童
野
球
大
会
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
｡

申
し
込
み
期
間

九
月

一
日
か
ら

二
十
日

受
け
付
け
場
所

町
民
会
館

参
加
資
格

昭
和
二
十
四
年
四
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
､
町

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方

大
会
日
程

十
月
二
日
か
ら

お
問
い
合
わ
せ
は
町
民
会
館
℡

㊧
1
3
5
8
㈲
5
4
5
-
0
1

へ

◎
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

八

月

十

五日

現在受

付
(
豊

閥
)

町の情報案内電話 ｢ひかりガイ ド｣は (84)1218です｡

行

政
区

死亡
日日日

開

先

虫

生
%

渡 萩
辺 原 氏

.,+l 芳 名

う 造

8874 年
歳 歳 齢
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我
が
貫

の
平
均
寿
命
は
､
昭
和

六
十

一
年
の
調
査
に
よ
る
と
男
性

が
75
･
2
歳
､
女
性
が
g
･
9
歳
と

世
界
-

ツ
プ
ク
ラ
ス
の
｢
長
寿
国
｣

と
な

っ
て
い
ま
す
｡
で
も
'
そ
の

反
面
出
生
率
の
低
下
な
ど
か
ら
急

速
な
高
齢
化
社
会
に
な
り
つ
つ
あ

り
､
近

い
将
来
四
人
に

一
人
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
急
速
に
進
む
高
齢

化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
､
警
察

で
は

｢
長
寿
社
会
総
合
対
策
委
員

会
｣
を
設
置
し
､
高
齢
者
を
犯
罪

八
日
市
場
警
察
署

や
事
故
か
ら
守
る
施
策
の
推
進
に

努
め
て
い
ま
す
｡

高
齢
者
保
護
の
推
進

警
察
で
は
高
齢
者
が
犯
罪
や
事

故
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
､
独

居
高
齢
者
宅

へ
定
期
的
な
訪
問
や
､

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
で
､
防
犯
､

交
通
安
全
教
室
な
ど
の
推
進
を
し

て
い
ま
す
｡

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進

警
察
で
は
､
高
齢
者
が
生
き
が

い
を
持
ち
､
ま
た
､
豊
か
な
知
識

と
経
験
を
地
域
社
会
に
発
揮
し
て

い
た
だ
く
た
め
､
高
齢
者
に
防
犯

民
事
介
入

暴
力
相
談
開
設

最
近
､
暴
力
団
な
ど
が
民
事

問
題
に
介
入
す
る
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
ま
す
｡
こ
の
た
め
､
県

警
と
県
弁
護
士
会
は
合
同
で
､

み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
ず

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

相
談
日

九
月
十
七
日
午
後

1

時
三
十
分

～
午
後
四
時
ま
で

場
所

千
葉
県
職
員
会
館

当
日
の
相
談
は
無
料
で
す
｡

関
係
資
料
を
持
参
の
う
え
お
い

出
く
だ
さ

い
｡

問

い
合
わ
せ
は
県
警
察
本
部

捜
査
第
E
]課
℡
0
4
7
2
⑳
0

4
3
4
へ
｡

今月は

固定資産税3期分

国民健康保険税3期分

国民年金9月分

の納期です
｡

活動や少年非行防止活動､交通安全活動等を行なう団体への参加を呼びかけています｡
長寿社会に向けての警察活動に､みなさんのご理解とご

協力をお願いします｡

,弱ft

七
月
の
交
通
事
故

(
-
月
-
日
1
-
月
3~
日
ま
で
の
件
数
)

前
年
同
月
と
の
比
較

事
故
件
数

一
4

負
傷
者
±
o

死
者

±
o

物
件
事
故

L
5

わJr蒙句
アlp久･?lJフさス

原万 端沢政幸さん長女 莱和子ちゃん

昭和62年9日11日生まれ

テレビ大好き
元気な莱荊ちゃん

まnノ

莱和子ちゃんはテレビか大好き､リズミカルな音楽か流れてくると､足で拍子をとりとても楽しそうに遊

びます｡

いつも笑顔で､はたらき

もののプリンセスです｡

計
白東南日
地
区

漢陽条士rコ件
名

3

0
2

l0
辛
故
件
数

4

0
3

I0
負

倭

者

00000
冗

者

72l22

初
件
事
故

事故防止に
ご協力を

幸せ鐸道折 り=許隆する

ご婚礼 ･七五三

予約受付中

想(84)1358

9月21日～30日は秋の全国交通安全運動です｡安全運転を./

tAIALI


